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2. 作物別の状況

作

物

名

病害虫名

発生

時期
発生量

要防除

圃場率

発生消長の一例

防除の注意事項4月 5月

平年比 平年比 程度 平年比 下旬 上旬 中旬 下旬

イ

ネ
イネミズゾウムシ やや遅 平年並 小 普通

成虫誘殺数
1）近年、発生が少ないので、田植え後に発生状況に応じて防

除して下さい。

2）常発圃場では、箱施用による予防防除を行ってください。

コ

ム

ギ

赤かび病 － やや少 小 普通 感染 発病

1）病害虫防除技術情報第 1号（4月 12日発表）。

2）開花始めから開花盛期に予防防除して下さい。

3）4月 20日頃から約 1週間は、低温が続くと予想されており、

開花が遅れる可能性があります（4月 15日発表・低温に関

する異常天候早期警戒情報）。

カ

ン

キ

ツ

そうか病 － 平年並 小 低

葉枝の発病 1）発芽期の防除を実施することで、その後の発生を抑えるこ

とができます。

2）新葉に病斑が見られる圃場では、その後果実へ感染します

ので、幼果期の防除を計画してください。

かいよう病 －

温州

平年並

中晩柑

やや多

温州

小

中晩柑

中

温州

低

中晩柑

普通

発病密度

1）越冬病斑が見られる圃場では、新葉や幼果へと感染してい

くので、初期の予防的防除がポイントです。

2）越冬病斑が多い圃場では、伝染源となる発病葉及び発病枝

は除去し、圃場外で処分してください。

3）3～4月に防除を実施していない圃場では、5月に防除を実

施してください。

4）風雨により感染が助長されるので、天候に注意し、予防防

除に努めてください。
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作

物

名

病害虫名

発生

時期
発生量

要防除

圃場率

発生消長の一例

防除の注意事項4月 5月

平年比 平年比 程度 平年比 下旬 上旬 中旬 下旬

チ

ャ

チャノコカクモン

ハマキ
－ やや少 小 低

成虫密度

1）成長すると葉を 2、3 枚綴り、薬液がかかりにくくなるの

で、孵化後間もない若齢幼虫を対象に防除してください。

2）防除適期は成虫の発生ピークの 7～10日後、5月第 2週目

頃と思われます。

イ

チ

ゴ

ハダニ類 － やや多 中 普通

成ダニ密度

1）圃場によって発生量にばらつきがみられますが、平年と比

較してやや多い傾向です。

2）気温の上昇とともに増加しますので、こまめに発生状況を

確認してください。

3）薬剤による防除を行う場合は、収穫前日数と総使用回数を

守り、葉裏にもかかるよう十分な散布を行ってください。

また、天敵、ミツバチ等を使用する場合は、これらへの影

響に注意してください。
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3. 発生時期･発生量（平年比）の予察根拠
作

物

名

病害虫名
発生時期

平年比

発生量

平年比
予察根拠

イ

ネ
イネミズゾウムシ やや遅 平年並

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、気温は高くない予想 （発生時期＋）

2）予察灯（4月第 1半旬～第 3半旬）では、未飛来（平年初飛来 4月 26日）と平年並 （発生時期±）

3）巡回調査圃場（昨年 8月）では、発生圃場率 19.4 %（平年 11.2 %）と多、払い落とし虫数 0.5頭（平年 1.3頭）

と少 （±）

考察： 今後の気象条件を重視して、発生時期はやや遅、また昨年の巡回調査結果から、越冬成虫の予想発生量は平

年並と考えます。

コ

ム

ギ

赤かび病 － やや少

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、平年に比べて晴れの日が多く、気温は高くない予想 （－）

2）一般圃場では、生育進度がやや遅く、開花期もやや遅い見込み （＋）

考察： 一般圃場の状況から、開花期が遅れる可能性がありますが、今後の気象条件を重視して、予想発生量はやや

少と考えます。

カ

ン

キ

ツ

そうか病 － 平年並

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく、降水量は多くない予想 （－）

2）県予察圃では、4月 18日現在未確認（平年 4月 19日） （±）

3）巡回調査圃場（4月第 2～3週）では、全調査圃場で病斑未確認（旧葉発病度平年 0.3） （－）

4）一般圃場では、発生量は少～並（概して少） （－）

考察： 現状の発生は平年並に少なく、急増する要因はないことから、予想発生量は平年並と考えます。

かいよう病 －

温州

平年並

中晩柑

やや多

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく、降水量は多くない予想 （－）

2）県予察圃（中晩柑類 4月 12日）では、越冬病斑の発病葉率は 30.1%（平年 35.5%）と平年並の傾向 （±）

3）巡回調査圃場（4月第 2～3週）では、温州みかんでは旧葉発病度 0.1（平年 0.2）と平年並に少(±)、中晩柑類で

は旧葉発病度 6.7（平年 1.8）と多(＋) （＋）

4）一般圃場では、発生量は平年並の傾向 （±）

考察： 温州みかんでは平年の発生は少なく、今後増加するとは考えにくいことから、予想発生量は平年並と考えま

す。中晩柑類では旧葉での発病が目立つ圃場があり、今後の気象要因を考慮しても、発生が増加傾向になると思わ

れ、予想発生量はやや多と考えます。



三重県病害虫防除所7

作

物

名

病害虫名
発生時期

平年比

発生量

平年比
予察根拠

カ

ン

キ

ツ

ミカンハダニ － やや多

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく(－)、降水量は多くない(＋)予想 （±）

2）県予察圃（4月中旬）では、100葉当たり寄生虫数は、無防除区 15.6頭（平年 81.0頭）とやや少(－)、防除区 2.2

頭（平年 1.2頭）とやや多(＋) （±）

3）巡回調査圃場（4 月第 2～3 週）では、旧葉寄生率は 8.5%（平年 6.3%）とやや多、発生圃場率は 46.2%（平年

37.0%）と多の傾向 （＋）

4）一般圃場では、発生量は少～並（概してやや少） （－）

考察： 現状の発生はやや多と考えられ、大きな増減の要因はないことから、引き続き予想発生量はやや多と考えま

す。

ナ

シ
黒星病 － 平年並

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく、降水量は多くない予想 （－）

2）巡回調査圃場（4月第 2～3週）では、発病芽率は 0.0%（平年 0.0%）と平年並 （±）

3）一般圃場では、発生量は平年並に少 （±）

考察： 現状の発生は平年並に少なく、大きな増加の要因はないことから、予想発生量は平年並と考えます。

赤星病 － 平年並

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく、降水量は多くない予想 （－）

2）巡回調査圃場（4月第 2～3週）では、展葉見られず発生は未確認（発病葉率平年 0.0%） （±）

3）一般圃場では、発生量は平年並に少 （±）

考察： 現状の発生は平年並に少なく、大きな増加の要因はないことから、予想発生量は平年並と考えます。

ハダニ類 － 平年並

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく(－)、降水量は多くない(＋)予想 （±）

2）巡回調査圃場（4月第 2～3週）では、展葉見られず寄生は未確認（寄生葉率平年 0.0%） （±）

3）一般圃場では、発生量は平年並に少 （±）

考察： 現状の発生は平年並に少なく、大きな増加の要因はないことから、予想発生量は平年並と考えます。

アブラムシ類 － 平年並

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく(－)、降水量は多くない(＋)予想 （±）

2）巡回調査圃場（4月第 2～3週）では、寄生枝率 0.0%（6年平均 0.4%）と平年並の傾向 （±）

3）一般圃場では、平年並で多くの圃場で寄生は未確認 （±）

考察： 現状の発生は未確認圃場が多く平年並と考えられ、予想発生量は平年並と考えます。
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作

物

名

病害虫名
発生時期

平年比

発生量

平年比
予察根拠

果

樹

共

通

カメムシ類 － 少

要因

1）予察灯（御浜町 4月 1日～10日）では、誘殺数はチャバネアオカメムシ 0頭（平年 3.4頭）平年並に少(±)、ツ

ヤアオカメムシ 0頭（平年 17.6頭）とやや少(－) （－）

2）予察灯（畑・松阪市 4月 1日～15日）では、誘殺数はチャバネアオカメムシ 0頭（平年 0.2頭）、ツヤアオカ

メムシ 0頭（平年 0.2頭）といずれも平年並 （±）

3）県予察圃フェロモントラップ（4月 1週）では、チャバネアオカメムシ誘殺数は、山地（津市白山町川口）、中

間地（津市白山町二本木）、平坦地（松阪市嬉野川北町）とも 0頭で平年並の傾向 （±）

4）チャバネアオカメムシの越冬量は、1地点当たり 0.8頭（平年 1.1頭）とやや少、クサギカメムシの越冬量は、1

地点当たり 6.5頭（平年 45.9頭）と少 （－）

5）巡回調査圃場（4月第 2～3週）では、飛来は未確認 （±）

考察： 現状の予察灯、フェロモントラップへの誘殺数、越冬量とも少ないと考えられ、今後の圃場への飛来数の予

想発生量は少と考えます。

チ

ャ
カンザワハダニ － やや少

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう１か月の降水量は多くなく(＋)、気温は高くない予想(－) （±）

2）県予察圃（4月中旬）では、寄生葉率は 7.0%（平年 8.6%）とやや少(－)、寄生頭数は 1.1頭／葉（平年 1.1頭／

葉）と平年並(±) （－）

3）巡回調査圃場（4月第 2週）では、旧葉寄生率は 0.3％（平年 5.4%）と少、寄生頭数は 0.1頭／葉（平年 0.3頭

／葉）と少 （－）

4）一般圃場では、発生量はやや少 （－）

考察： 現状の発生量はやや少と思われ、大きな増加要因はないことから、予想発生量はやや少と考えます。

チャノホソガ － 少

要因

1）県予察圃では、本年の越冬世代成虫の初飛来は 4月 7日（平年 3月 17日）と遅い （－）

2）県予察圃では、一番茶萌芽期は 4月 15日（平年 4月 9日）と遅い （－）

3）県予察圃フェロモントラップ誘殺数（4月第 3半旬）は、8.0頭（平年 173.6頭）と少 （－）

4）巡回調査圃場（4月第 2週）では、発生量は少の傾向 （－）

5）一般圃場では、発生量はやや少 （－）

考察： 現状の発生量は少と思われ、大きな増加要因はないので、第１世代幼虫の予想発生量は少と考えます。

チャノキイロアザ

ミウマ
－ やや多

要因

1）県予察圃吸引粘着トラップ捕殺数（4月第 1～第 3半旬）は、9.0頭（平年 148.0頭）と少 （－）

2）巡回調査圃場（4月第 2週）では、たたき落とし虫数は 6.5頭（平年 1.5頭）と多 （＋）

考察： 巡回調査圃場の状況を重視して、第１世代幼虫の予想発生量はやや多と考えます。



三重県病害虫防除所9

作

物

名

病害虫名
発生時期

平年比

発生量

平年比
予察根拠

チ

ャ
クワシロカイガラ

ムシ
－ やや少

要因

1）巡回調査圃場（4月第 2週）では、雌成虫寄生株率は 7.0%（平年 15.3%）と少 （－）

2）一般圃場では、発生量はやや多 （＋）

考察： 圃場によるばらつきはありますが、現状の発生量はやや少と思われ、大きな増加要因はないので、第１世代

幼虫の予想発生量はやや少と考えます。

チャノコカクモン

ハマキ
－ やや少

要因

1）県予察圃フェロモントラップ誘殺数（4月第 1～第 3半旬）は、27頭（平年 63.4頭）と少 （－）

2）巡回調査圃場（4月第 2週）では、ハマキムシ類巻葉数は 0.1枚／㎡（6年平均 0.1枚／㎡）と平年並の傾向 （±）

考察： 現状の発生量はやや少と思われ、大きな増加要因はなく、予想発生量はやや少と考えます。

イ

チ

ゴ

ハダニ類 － やや多

要因

1）1か月予報（4月 15日発表）によると、向こう 1か月の気温は高くなく(－)、降水量は多くない(＋)予想 （±）

2）巡回調査圃場（4月第 2週）では、寄生株率は 14.2%（7年平均 14.9%）と平年並の傾向 （±）

3）一般圃場では、平年並～やや多（概してやや多） （＋）

考察： 圃場によって差はありますが、一般圃場の現状の発生量を重視して、予想発生量はやや多と考えます。
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4. 予察項目の見方

1）「作物別の状況」の見方

発生時期（平年比）: 平年の発生月日からの差を「早、やや早、平年並、や

や遅、遅」の 5 段階評価で予測します｡ただし､発生時期が毎年大きく変化する

病害虫では､日数の基準が下記より大きくなります｡発生時期を予察する意義の

小さい病害虫では予察しません。

日

数
-6 -5 -4 -3 -2 -1

平年

発生日
1 2 3 4 5 6

評

価
早 やや早 平年並 やや遅 遅

発生量（平年比）： 発生密度の平年値からの差を「少、やや少、平年並、や

や多，多」の 5 段階評価で予測します｡平年値との比較なので､平年値が小さけ

れば､｢多｣になっても見かけの密度は多くないことがあります｡毎年多発生して

いる場合は｢平年並｣や｢やや少｣でも見かけ上は多いと感じることがあります｡

平年値

度

数

10% 20% 20% 20% 20% 10%

評

価
少 やや少 平年並 やや多 多

発生量（程度）： 発生程度を｢小､中､大､甚｣の 4段階評価で予測します｡評価

の基準値は病害虫毎に異なりますが､大雑把には､｢見た目の多さ･少なさ｣です｡

甚になるほど見た目は多くなり､小になるほど見た目は少なくなります｡｢発生

量（平年比）｣と比べることによって､｢平年並に発生程度が小さい｣｢発生程度は

大きいが平年並の発生量である｣｢平年より多いが､発生程度は小さい｣｢平年よ

りやや少ないが､依然として発生程度は中くらいである｣等のように判断してく

ださい｡

小 中 大 甚

要防除圃場率（平年比）： 防除の必要性の目安を｢低､普通､高｣の 3段階評価

で予測します｡｢普通｣であれば､県下の大半の圃場では防除暦に沿った通常の防

除をしていればいいと予想されます｡｢高｣であれば､防除時期の見直しや追加防

除などが必要な圃場の割合が相当増加すると予想されます｡｢低｣であれば､防除

回数を減らせるか防除しなくても済むような圃場の割合が相当増加すると予想

されます｡

低 普通 高

発生消長の一例： 発生予報は向こう 1か月の予報ですが､その前後を合わせ

て 40 日ほどの病害虫の発生消長の一例をグラフで示します｡大まかな目安とし

て利用してください｡

防除の注意事項： 向こう 1か月の病害虫の特性と防除に関する説明です｡

2）「発生時期・発生量（平年日）の予察根拠」の見方

（±）：平年並の要因

（＋）：発生量増加または発生時期遅延の要因

（－）：発生量減少または発生時期早期化の要因
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7. おしらせ （前回と異なる項目には NEW の印があります）

1）記載基準の注意点

平年ほとんど発生のないか非常に少ない病害虫については、平年並に少ない

発生状態の「発生量平年比」を「平年並」、「発生量程度」を「小」と記述して

います。

2）発表日 NEW

本年度の病害虫発生予報は次の予定で発表します。

第 1回 4月 21日（今回） 第 2回 5月 26日（木）

第 3回 6月 23日（木） 第 4回 7月 21日（木）

第 5回 8月 18日（木） 第 6回 10月 20日（木）

第 7回 3月 22日（木）

3）利用方法

全部または一部をコピーして回覧・配布にご利用ください。ただし必ずペー

ジの右下にある｢三重県病害虫防除所｣の文字が入るようにしてください｡

病害虫防除所ホームページには､この予報をはじめとして､不定期に発表され

る警報､注意報､特殊報､技術情報や、各種のグラフ、写真も載っています｡下記

のアドレスからお入りください。（昨年度末からアドレスが新しくなっていま

す）

http://www.mate.pref.mie.lg.jp/bojyosyo/

このホームページはフリーリンクです。リンクする場合、事前の承諾申請等

は不要ですが、事後で結構ですのでメールにてご一報いただけると幸いです。

4）本冊子の利用の手引き書 NEW

本冊子の見方を説明した「病害虫発生予報利用の手引き」があります。下記

のアドレスからお入りください。（アドレスが新しくなりました）

http://www.mate.pref.mie.lg.jp/Bojyosyo/files/h23yohotebiki .pdf

5）メール配信サービス

予報､警報､注意報､特殊報､技術情報が発表されたときに､ホームページに掲

載されたという｢掲載通知｣を電子メールでお知らせしています｡このメールの

配信を希望される方は、下記のアドレスからお申し込みください。（昨年度末か

らアドレスが新しくなっています）

http://www.mate.pref.mie.lg.jp/bojyosyo/merumaga.htm

6）農薬登録状況の最新情報

農薬の販売や使用に当たっては､農薬登録上の制限があります｡農薬の使用時

はラベルをよく読んでください｡次のインターネットサイトでは、最新の農薬登

録状況が確認できます｡

独立行政法人農林水産消費安全技術センターの｢農薬登録情報提供システム｣

http://www.acis.famic.go.jp/index kensaku.htm


